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＜大学の動き＞

大学院人間・環境学研究科における

連携・協力に関する協定書の交換

本学と京者II国立博物館及ぴ奈良国立文化財研究

所は，それぞれの聞で連携 ・協ノユに｜刻する協定を

締結し，平成 6年 4月26日（火）総長室におい

て， Jド村裕夫総長と藤i事令夫ぷ者IS国立博物館長及

び田中 琢奈良国立文化財研究所長との問で，協

定書の交換が行われた。

この協定は，今年度より文化財の保存 ・継承の

iTi要性にかんがみ，大学院人lftl.環境学研究科と

京都国立博物館及び奈良国京文化財研究所が，幅

広い知識と尚度な技術を兼ね備えた研究者及び技

術者の育成を行うとともに，ヰH可：の研究機能の充

実を阿ることを目的としたもので，それぞれの立

場を尊屯して述燐 ・協力するものである。

只体的には，平成6年度予算で認められる予定

の同研究科の文化 ・地域環境学点攻環境保全発展

論議極東洋文化財保全研究指導（客員）分野に京

都｜玉｜立博物館及び奈良国立文化財研究所の研究者

をそれぞれ併任の教授又は助教授として迎え入

れ，共同して研究を行うとともに，この分野の学

生の教育及び研究指導を行うものである。

＜紹介＞

医学部附属病院救急部・集中治療部

本学医学部附属病院において，救急部は昭和42

年 6月に設置されていたが，独立しての業務は長

年行われていなかった。その後，文部省の全国園

、Z大学：医学部附属病院における救急医療 ・集中治

療を整備i充実させる方針に沿って，昭和61年4月

に集中治療部が設置されたことに作い，本学：にお

いても救急部 ・集中治療部が一体として稼働する

ことになった。

救急音IS及び集中治療部は，欧米では Depart-

ment of Anesthesia and Emergency Medicine及び

Department of Anesthesia and Critical Care Medト

cineと呼称され，麻酔科の一部となっている。

我が国でも，他大学では麻酔 ・放急医学教室ある

いは麻酔・修生学教室と呼称されるように，救急

医学及び集中治療医学は麻酔学の－,'ff＼となってい

医療技術短期大学部

名誉教授称号授与式

4月 7R （木）午前 9時30分から，医療技術短

期大学部名替教授称号授与式が，本短期大学部会

議室において挙行された。授与式は，科、号授与の

あと，「学長のあいさつ」があり午前 9時40分に

終 fした。

称号を授うされた方は次の 4名である。

;J、阿 H白，

城戸｜必利，

（敬称略）

内田耕太郎

藤原材司

（医療技術短期大学部）

＜栄誉＞

庄野達哉名誉教授が

紫綬褒章を受章

庄野達哉名誉教J受（元工学部教授，布機合成化

学， ElectroOrganic Chemistry）に，我が国学術

の向上発展のため顕著な功績を挙げたことによ

り，平成 6年4月29日紫綬褒章が授与された。

治療・看護風景

る。本学でも赦急部並びに集中治療昔日の実際の連

営は麻酔科業務の一部となっている。

放急、部・集中治療部の機械は，部長 1名，助教

J受1名（赦急部），講師 1名（集中治療部），助手

21, （集中治療部）となっており，これでは不十

分なため，更に麻酔科助手 1名を加えている。部

長は，初代は小i孝和恵第二外科教授（昭和61年 4
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月一平成 5年 3月）， 2代は今村正之第一外科教

授（平成 5年4月一平成 5年 9月）であったが，

平成 5年10月からは，前述のとおり運営の実状に

即し，森健次郎麻酔科教授が併任することに

なった。

救急部・集中治療部の施設は，旧中央診療施設

棟輸血部跡を改装して，手術部に隣J妾して開設さ

れたが，平成 5年 1月に完成した新中央診療施設

棟 4r~滑に移転した。 病床数は，救急部 5 床，集中

治療音fl5床であるが，保険制度上，集中治療加算

は6床可能となった。さらに，新中央診療施設棟

1階に救急外来を設け，救急車にて搬送される患

者の初期治療に用いている。

救急部の職務は第三次救急であり ，市内各医療

施設あるいは消防局J政急隊から搬送されてくる各

種疾忠あるいは外傷忠者を扱う。集中治療部の職

務は，最新の医療機誌と濃厚な看護によって，急

性の重症患者を集中的かつ効率よく治療すること

である。本院では，救急音II・集中治療部が一体とし

て運営されているため，必要な場合は救急患者を

集中治療部に移して，縦続した治療を行っている。

各ベッドサイドには，！fJU_t：，心拍，呼吸等のパイ

タルサインを常時監視する装置及びその中央監視

装1't1：，不整脈監視装置がある。治療機器として

は，人工呼吸器，補助循環装置，人工透析器などの

生命維持装置を保有し，必要ならば緊急の手術も

可能な環境を整えている。また，血液ガス分析装

置， I血球計数器， I血液化学検査器などの各種検査

機器を設置し，ベッドサイドモニター及び検査機

探からの生体情報を直接オンラインでミニコンピ

ュータに入力し，呼吸・循環機能をはじめとする

重要臓器の経時的な機能分析を可能としている。

救急古II入院患者は．交通外傷などの多発外傷，

中央監視装置

脳血管障害，心筋梗~，各種薬物中毒，溺水，広

範囲熱傷等の患者で，年間100名以上である。集

中治療音II入室刈象疾患は心臓・肝臓・食道・移キfll

などの大手術後，急性の呼吸・循環 ・腎 ・肝不全

症，重症感染症，前述の救急疾患等多くの疾患が

挙げ‘られる。人室患者数は，開設当初の年間約

3oor，から年々増加しており，平成 5年の新中央

診療施設棟移転後は年間約500名となっている。

医学の専門分化が進む現在，救急患者の初期治

療や複合臓器不全を呈する重症例に対し，専門分

野を異にする各診療科がいかにして協力するかが

大きな課題となっている。救急部 ・集中治療部

は，従米の診療科の枠にとらわれることなく，院

内外の毛疾患者を集中的に治療するシステムを確

立し新規の中央診療部門としての運営を軌道に

乗せたことが，開設以来 8年の業績として挙げら

れる。研究而では，生体侵襲とストレスホルモン

の関係を中心に知見を深め，数々の業績を挙げて

きた。さらに，今後は，生体侵裂と免疫系の関係

を研究し，重症患者の全身管理と治療に役立てた

いと考えている。

（医学部附属病院）

一『』－－一、』－－ 0 一、－ー『』－－ 0 一、ー－－－一、ー－ー

[[::!] 
八木三郎名誉教授

本学名誉教授八木三郎先生は， 4月25日逝

去された。卒年810

先生は， llPi和11年京都帝国大学理学部を卒業

後，同学部副手，助手を経て，第三高等学校講師

に就任され，｜百Jl7年同校教綬に昇任された。同25

786 

年京都大学教授に就任され，教養部において化学

の講義を担当。｜口151年停年により退官され，京都

大学名誉教授の称号を受けられた。

先生の専門は物理化学であり，化学反応の速度

論的研究，コロイド溶液の光化学反応に関する研

究，分子申書品の構造と表面形態に閲する研究にお

いて優れた成果を挙げられた。特に光化学反応の

研究成果は写真化学の重要な基礎となった。
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む。ニューヨークでは，コロニークラブ主1itピ

アノ国際コンクール一等立を獲得。1960年ジュ

リアード音楽院卒業。以来，ザルツブルクの

モーツァルテウム音楽大学や囲内の各大学のピ

アノ教授として後進の指導に当たり，数多くの

新く優れたピアニストを去を成してきている。

以l在，五（者ISrli ｛£住。京都府日占Ill]ーには占寺を

移築したかやぶきの音楽堂を持つ。そこを拠点

に，日本各地はもとより，ヨーロッパ，アメリ

カ，東南アジア等，世界各地で、演lk活動，苦楽

教育，放送活動など幅広い活動を続ける。

ガスコ・ M ・ザイラー

京都に生まれる。1970年桐月｝］学｜京｜高等音楽科

卒業後，ザルツプルク ・モーツァルテウム音楽

院へ悶学。在学＂＇よりヨーロッパ各地において

演奏活動を続ける。

E・ザイラーと結婚後は， ピアノデュオーとし

ての活動を中心に，世界各地の演奏会に数多く

出演。 ロンドンのヴイグモアホール，ニュー

ヨークのカーネギーリサイタルホールのほか，

ドイツ，オーストリア，スイス，アメリカ等に

おいて演奏を Litね，ニューヨークタイムス紙で

絶賛されるなど，世界的な好評を得ている。

国内各地においても，デュオとしての幅広い

活動に加えて，ソリストとしてのリサイタル，

室内楽，オーケストラとの協演，そして，講

演，テレビ，ラジオの山演，さらには執筆活動

と，多彩な活動を続けている。

入場無料

備考：職員証又は学生証を持参して下さい。

定員は950名先着順とします。

（学生部）

平成6年度創立記念行事音楽会の開催

本学では， 6月18日の創立記念日を祝し，下

記の音楽会を開催いたします。本学教職貝 ・学：

生の米聴を歓迎します。

記

平成 6年6月］611 （木）

午後 6時間i寅，午後 8時頃終演予定

京都会館第二ホール

左京区岡崎 （市バス ・東山二条下車）

ザイラー ピアノ デュオ

エルンス卜 .F .ザイラー

カズコ ・M・ ザ‘イラー

これら一連の研究，教育活動，学術上の貢献に

対し，昭和56年に日本写真学会功績賞，同61年勲

三等旭日中綬章を受けられた。

ここに詑んで哀惜の意を表します。

（総合人間学部）
。。。〈＝〉。。。《＝〉。C由〈＝〉。C悶 〈二~Q(刻＞＜二＞ O< <Jc:>。C同〈二〉。。。〈ご〉。。。〈二〉。。。〈ご：：＞OOOC::二〉。。。〈二：＞OOO＜二〉。。。〈二＞OOO＜：二〉

0 

0 

0 

先生は戦後，新制大学の発足にあたり，教養部

の一般教育の企画，整備，充実に多大の貢献をさ

れた。 また，学界においても日本写真学会西部支

部支部長を務められ， 学界の発展並びに，後進の

指導に献身された。

0 

8 

時

名称

演奏者

場

日

d』
ヨ宜

プログラム

ブラームス：大学祝典序曲

ブラームス ：ワルツOp. 39 （全16山）

リ ス ト：ルクレ シアボルジアのテーマに

よるファンタ ジー

（チェルニー編曲）

→ド 憩一

フンメル：チロルのテーマによる変奏曲

プルックナー ：カドゥリーユ（6つの小ダンス）

レーガー：ワルツ OP. 22-6 

フ：ボルシダの海女たち

（タランテラ） OP. 82 12 

ピルナイ ：古きウィーン（ワルツ）

ワーグナー：タンホイザー序曲

（ハンス・フォン・ビューロー編曲）

フ

（演奏者略歴）

エルンス卜.F・ザイラー

ドイツ ・ミュンへン生まれ。1952年ケルン音

楽大学入学。1956年渡米してジュリアード音楽

0 院入学。奨学生として，放エッブシュタ イン教

j俊，故ゴド‘ニッツキー教授のもとに研鍍を積

ハHV
O
O
O
A
H
V
0
0
0

ハUV
0
0
0

《HV
O
O
O

ハHv
o
o
h

ハHv
u
o
o
n
H
v
o
o
o
n
H
V

。。。《
H
V
O
O
O
A
H
V
。。。ハ
H
V
V
。。ハ
H
V
U
O
O

ハHV
9
n
u
u
v

幸三＝
砂＂＇日

(1994年4月 1日一4刀30日）

長他12:t，米学，総長及び関係教＇r：・と懇談ジュネーヴ大学 LucWeber 学
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スイス連邦4月 1口
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